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作曲家 

 

経経経経    歴歴歴歴 

生：明治２２年（１８８９年）２月１７日、広島県安芸郡焼山村（現：広島県呉市焼山中央２丁目）に生れる 

没：昭和１９年（１９４４年）３月２５日、東京都杉並区阿佐ヶ谷・篠原病院にて死去、享年５５歳 

明治３２年（１８９９年）３月 １０歳 広島県安芸郡焼山尋常小学校（現：呉市立昭和西小学校）卒業 

明治４３年（１９１０年）３月３０日 ２１歳 福山中学校（誠之館）卒業 

明治４４年（１９１１年）６月５日 ２２歳 作曲や作詞を始める 

明治４５年（１９１２年）４月 ２３歳 東京音楽学校（現：東京芸術大学）甲種師範科に入学 

大正５年（１９１６年）３月 ２７歳 東京音楽学校甲種師範科を卒業 

大正５年（１９１６年）１２月１日 ２７歳 歩兵第１１連隊に入隊 

大正７年（１９１８年）１月２５日 ２８歳 福岡県立小倉高等女学校教諭（音楽担当）に就任 

大正１０年（１９２１年）４月 ３１歳 「河原柳」（野口雨情詞）を作曲 

大正１０年（１９２１年）８月 ３１歳 大阪市立北市民館（音楽部）勤務 

大正１１年（１９２２年）９月 ３２歳 山田耕筰・北原白秋編「詩と音楽」創刊号に「民衆と音楽」を執筆 

大正１１年（１９２２年）１１月 ３２歳 「信田の藪」（野口雨情詞）を作曲 

大正１１年（１９２２年） ３２歳 大阪時事新報社の依頼で英国皇太子御奉迎歌作曲 

大正１２年（１９２３年）１月 ３２歳 「足柄山」（野口雨情詞）を作曲 

大正１２年（１９２３年）４月 ３３歳 「港の時雨」（野口雨情詞）を作曲 

大正１２年（１９２３年） ３３歳 大阪府立岡高等女学校・神戸市甲南高等女学校教師 

大正１２年（１９２３年） ３３歳 芸術教育協会創立、理事 

大正１３年（１９２４年）４月 ３４歳 野口雨情・権藤円立と朝鮮に演奏旅行 

大正１５年（１９２６年） ３６歳 東京都北多摩郡武蔵野村吉祥寺へ移転、作曲家生活に入る 

昭和２年（１９２７年） ３７歳 福山市にて藤井清水新作発表会 

昭和３年（１９２８年）８月 ３８歳 日本民謡協会の設立に参加、理事となる 

昭和５年（１９３０年）７月 ４０歳 大日本作曲家協会が設立されその理事となる 

昭和７年（１９３２年） ４２歳 「福山誠之館中学校第二校歌」を作曲 

昭和８年（１９３３年） ４３歳 武蔵野女子学院講師 



昭和９年（１９３４年）８月 ４４歳 地元呉市で藤井清水後援会「きよみ会」が発足、その会へ出席 

昭和１４年（１９３９年） ５０歳 町田嘉章と共同で、全国の民謡採譜を開始 

昭和１６年（１９４１年）４月 ５２歳 町田嘉章とともに NHK の嘱託となって全国の民謡採譜を継続 

昭和１９年（１９４４年）３月２５日 ５５歳 東京都杉並区阿佐ヶ谷四丁目９番地、篠原病院にて死去 

昭和３６年（１９６１年） － 呉市二河公園に「藤井清水碑」建立 
 

 

生い立ちと学業、業績生い立ちと学業、業績生い立ちと学業、業績生い立ちと学業、業績 

明治２２年（１８８９年）２月１７日、広島県安芸郡焼山村（現：呉市焼山中央２丁目）に医者・藤

井元逸の三男として生まれる。母ギノは三味線の名手で、清水は三味線を子守唄がわりに育

った。 

 

明治４３年（１９１０年・２１歳）、広島県立福山中学校（誠之館）を卒業。 

明治４４年（１９１１年）６月５日、作曲や作詞を始める。 

明治４５年（１９１２年・２３歳）４月、東京音楽学校（現：東京芸術大学）甲種師範科に入学。 

大正５年（１９１６年・２７歳）３月、東京音楽学校甲種師範科を卒業。 

大正５年（１９１６年・２７歳）１２月１日、歩兵第１１連隊に入隊。 

大正７年（１９１８年・２８歳）１月２５日、福岡県立小倉高等女学校教諭（音楽担当）に就任。 

 

以後、軍隊・勤務・作曲活動に励むが、次第に作曲家活動が中心となっていく。中でも作詞

家・野口雨情作品の作曲を多く手がけている。 

 

昭和３年（１９２８年・３８歳）、日本民謡協会の設立に参加し、その理事となる。 

昭和１４年（１９３９年・５０歳）、町田嘉章と共同で、全国の民謡採譜を始める。 

昭和１９年（１９４４年）３月２５日、東京都杉並区阿佐ヶ谷４丁目９番地、篠原病院にて死去す

る。享年５５歳。 

 

戦前日本一の作曲家の山田耕筰をして、 

『今日まで私が日本で知っている最高の作曲家であろう』『今日まで私が日本で知っている最高の作曲家であろう』『今日まで私が日本で知っている最高の作曲家であろう』『今日まで私が日本で知っている最高の作曲家であろう』 

と言わしめた。音楽活動でかかわった楽曲は、民謡・童謡・合唱曲・校歌など１８８９曲にも及

ぶ。 

 

本校の関連では、昭和７年に当時の校長「福間典海」の要請により、「葛原しげる」の作詞で

『福山誠之館中学校第二校歌』を作曲した。   （出典１） 

 

 

 



作作作作    品品品品 

藤井清水 作曲 『福山誠之館中学校第二校歌』 

 

誠之館所蔵品誠之館所蔵品誠之館所蔵品誠之館所蔵品 

管理管理管理管理

№№№№ 
氏氏氏氏        名名名名 名名名名        称称称称 制作／発行制作／発行制作／発行制作／発行 日日日日    付付付付 

０４５１

１ 
藤井清水 差出 藤井清水差出書簡（昭和６年～昭和７年） － 昭和６年 

０３０１

８ 

呉市昭和地区郷

土史研究会 
「作曲家藤井清水（増訂版）」 

呉市昭和地区郷

土史研究会 
昭和５６年 

０３０１

７ 
金田一春彦 「藤井清水歌曲集」 

藤井清水歌曲集

刊行会 
昭和５７年 

０４２３

６ 
恵雅堂出版 カセットテープ「藤井清水歌曲集」 － 平成８年 

０４３９

２ 
－ 藤井清水ファイル － － 

０４３９

９ 
－ 

カセットテープ「藤井清水生誕百周年記念

コンサート 関定子日本の歌」 
－ － 

 

出典１：『作曲家藤井清水（増訂版）』、呉市昭和地区郷土史研究会編刊、昭和５６年３月３０日 

関連情報１：ＨＰ「同窓会の近況」≫「葛原しげるの書簡発見」（中国新聞 ２００２．８．３０）」 

２００５年５月１９日更新：本文・出典●２００５年８月１９日更新：関連情報●２００６年６月８日更新：タイトル・所蔵品●２００７年３

月１日更新：レイアウト・関連情報●２００８年８月１３日更新：本文・関連情報●２００９年７月３１日更新：誠之館所蔵品●２０１２

年３月８日更新：誠之館所蔵品● 

 


